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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 6日 (2005.6.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 車 載 用 ス ピ ー カ お よ び そ の 取 付 構 造
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ピ ー カ 音 響 再 生 部 分 を 除 い て 全 体 を 覆 う 緩 衝 材 と 、
　 該 緩 衝 材 を 押 圧 し 持 す る 保 持 部 材 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 車 載 用 ス ピ ー カ の 取 付
構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 車 載 用 ス ピ ー カ は 、 少 な く と も 一 部 が 車 体 に 設 け ら れ る 凹 所 に 収 納 さ れ 、
　 前 記 緩 衝 材 は 、 該 凹 所 内 で 該 車 載 用 ス ピ ー カ の 周 囲 に 充 填 さ れ 、
　 前 記 保 持 部 材 は 、 該 凹 所 が 車 室 側 に 臨 む 開 口 部 分 側 か ら 該 緩 衝 材 を 押 圧 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 車 載 用 ス ピ ー カ の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 車 載 用 ス ピ ー カ は 、 車 体 の 壁 面 に 設 け ら れ る 開 口 部 に 、 前 記 音 響 再 生 部 分 が 臨 む よ
う に 、 該 壁 面 の 外 部 に 装 着 さ れ 、
　 前 記 保 持 部 材 は 、 該 壁 面 の 外 部 で 前 記 緩 衝 材 を 介 し て 該 車 載 用 ス ピ ー カ を 保 持 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 車 載 用 ス ピ ー カ の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 音 響 再 生 は 、 音 声 の 主 要 成 分 が 含 ま れ る 中 音 域 の 周 波 数 帯 、 ま た は 該 中 音 域 の 周 波
数 帯 よ り も 高 い 高 音 域 の 周 波 数 帯 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載
の 車 載 用 ス ピ ー カ の 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
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【 請 求 項 ６ 】
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 車 両 に 取 付 け て 車 室 内 に 音 響 再 生 を 行 う 車 載 用 ス ピ ー カ の 取 付 構 造
に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 不 要 な 音 響 信 号 を 発 生 し な い 車 載 用 ス ピ ー カ の 取 付 構 造 を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、 ピ ー カ 音 響 再 生 部 分 を 除 い て 全 体 を 覆 う 緩 衝 材 と 、
　 該 緩 衝 材 を 押 圧 し 持 す る 保 持 部 材 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 車 載 用 ス ピ ー カ の 取 付
構 造 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 従 え ば 、 車 載 用 ス ピ ー カ は 、 緩 衝 材 で 覆 わ れ 、 保 持 部 材 で
緩 衝 材 が 押 圧 さ れ て 車 体 に 取 付 け ら れ る ピ ー カ で 車 室 内 に 音 響 再 生 を 行 う 部
分 を 除 く 部 分 は 、 緩 衝 材 で 覆 わ れ る の で 、 ス ピ ー カ が 空 気 に 対 し て 音 響 再 生 す る 際 の 反 力
が 与 え ら れ て 振 動 等 が 生 じ て も 、 振 動 等 に よ る 音 響 出 力 は 緩 衝 材 で 減 衰 さ れ 、 ス ピ ー カ か
ら 再 生 さ れ る 音 響 出 力 に は 含 ま れ な く な っ て 、 再 生 音 の 音 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
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ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た ス ピ ー カ ボ ッ ク ス と 、
少 な く と も 前 記 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト の 音 響 放 射 部 分 を 除 い て 前 記 ス ピ ー カ ボ ッ ク ス の 周 囲

を 覆 う 緩 衝 材 と 、
該 緩 衝 材 を 押 圧 し て 前 記 ス ピ ー カ ボ ッ ク ス を 車 両 に 保 持 す る 保 持 部 材 と を 含 む こ と を 特

徴 と す る 車 載 用 ス ピ ー カ 。

前 記 音 響 再 生 は 、 音 声 の 主 要 部 分 が 含 ま れ る 中 音 域 の 周 波 数 帯 、 ま た は 該 中 音 域 の 周 波
数 帯 よ り も 高 い 高 音 域 の 周 波 数 帯 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 車 載 用 ス ピ ー カ
。
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の ス ピ ー カ ボ ッ ク ス
。 ス ボ ッ ク ス



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 従 え ば 、 音 響 再 生 を 、 音 声 の 主 要 成 分 が 含 ま れ る 中 音 域 の 周 波 数 帯 域 や 、 さ ら
に 高 い 周 波 数 帯 域 で あ る 高 音 域 で 行 う の で 、 中 音 や 高 音 の 再 生 を 高 音 質 で 行 う こ と が で き
る 。 中 音 や 高 音 の 周 波 数 帯 域 を 再 生 す る 車 載 用 ス ピ ー カ は 、 ス ピ ー カ ボ ッ ク ス と し て 必 要
な 内 容 積 が 小 さ く な る の で 、 緩 衝 材 の 使 用 量 を 少 な く し 、 保 持 部 材 を 小 型 に し て 、 コ ス ト
低 減 を 図 る こ と が で き る 。
　

　

　

　

　

　

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 車 載 用 ス ピ ー カ は 、 車 室 内 に 音 響 再
生 を 行 う 部 分 を 除 く 部 分 は 、 緩 衝 材 で 覆 わ れ る の で 、 ス ピ ー カ が 空 気 に 対 し て 音
響 再 生 す る 際 の 反 力 が 与 え ら れ て 振 動 等 が 生 じ て も 、 振 動 等 に よ る 音 響 出 力 を 緩 衝 材 で 減
衰 さ せ 、 ス ピ ー カ か ら 再 生 さ れ る 音 響 出 力 に は 含 ま れ な く し て 、 再 生 音 の 音 質 を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 中 音 や 高 音 の 再 生 を 高 音 質 で 行 う こ と が で き 、 緩 衝 材 の 使 用 量 を
少 な く し 、 保 持 部 材 を 小 型 に し て 、 コ ス ト 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
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さ ら に 本 発 明 は 、 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た ス ピ ー カ ボ
ッ ク ス と 、

少 な く と も 前 記 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト の 音 響 放 射 部 分 を 除 い て 前 記 ス ピ ー カ ボ ッ ク ス の 周 囲
を 覆 う 緩 衝 材 と 、

該 緩 衝 材 を 押 圧 し て 前 記 ス ピ ー カ ボ ッ ク ス を 車 両 に 保 持 す る 保 持 部 材 と を 含 む こ と を 特
徴 と す る 車 載 用 ス ピ ー カ で あ る 。

本 発 明 に 従 え ば 、 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た ス ピ ー カ ボ ッ ク ス は 、 ス ピ ー カ ユ ニ ッ
ト の 音 響 放 射 を 除 く 部 分 は 、 緩 衝 材 で 覆 わ れ る の で 、 ス ピ ー カ が 空 気 に 対 し て 音 響 再 生 す
る 際 の 反 力 が 与 え ら れ て 振 動 等 が 生 じ て も 、 振 動 等 に よ る 音 響 出 力 は 緩 衝 材 で 減 衰 さ れ 、
ス ピ ー カ か ら 再 生 さ れ る 音 響 出 力 に は 含 ま れ な く な っ て 、 再 生 音 の 音 質 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。

ま た 本 発 明 で 、 前 記 音 響 再 生 は 、 音 声 の 主 要 部 分 が 含 ま れ る 中 音 域 の 周 波 数 帯 、 ま た は
該 中 音 域 の 周 波 数 帯 よ り も 高 い 高 音 域 の 周 波 数 帯 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 。

本 発 明 に 従 え ば 、 音 響 再 生 は 、 音 声 の 主 要 成 分 が 含 ま れ る 中 音 域 の 周 波 数 帯 域 や 、 さ ら
に 高 い 周 波 数 帯 域 で あ る 高 音 域 で 行 う の で 、 中 音 や 高 音 の 再 生 を 高 音 質 で 行 う こ と が で き
る 。 中 音 や 高 音 の 周 波 数 帯 域 を 再 生 す る 車 載 用 ス ピ ー カ は 、 ス ピ ー カ ボ ッ ク ス と し て 必 要
な 内 容 積 が 小 さ く な る の で 、 緩 衝 材 の 使 用 量 を 少 な く し 、 保 持 部 材 を 小 型 に し て 、 コ ス ト
低 減 を 図 る こ と が で き る 。

の ス ピ ー カ ボ ッ ク ス
ボ ッ ク ス

車 載 用

さ ら に 本 発 明 に よ れ ば 、 ス ピ ー カ ボ ッ ク ス が ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト の 音 響 放 射 部 分 を 除 い て
緩 衝 材 で 覆 わ れ る の で 、 ス ピ ー カ ボ ッ ク ス が 空 気 に 対 し て 音 響 再 生 す る 際 の 反 力 が 与 え ら
れ て 振 動 等 が 生 じ て も 、 振 動 等 に よ る 音 響 出 力 を 緩 衝 材 で 減 衰 さ せ 、 車 載 用 ス ピ ー カ か ら
再 生 さ れ る 音 響 出 力 に は 含 ま れ な く し て 、 再 生 音 の 音 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 音 声 の 主 要 部 分 が 含 ま れ る 中 音 や 高 音 の 再 生 を 高 音 質 で 行 う こ と
が で き 、 緩 衝 材 の 使 用 量 を 少 な く し 、 保 持 部 材 を 小 型 に し て 、 コ ス ト 低 減 を 図 る こ と が で
き る 。


	header
	written-amendment

